
数列 P0500 等差数列の和 (2) 組 番 名前

例 14 2 桁の自然数のうち、6 の倍数である数の和を求
めよ。

答 S15 =

問 14 2 桁の自然数のうち、3 の倍数である数の和を求
めよ。

答 S30 =

例 15 ３つの数 a, b, 6がこの順で等差数列となり、この
３つの数の和が 30であるとき、定数 a, bを求めよ。

答 a = b =

問 15 ３つの数 a, b, 11がこの順で等差数列となり、この
３つの数の和が 12である。定数 a, bを求めよ。

答 a = b =

例 16 第 9項が 62、第 15項が 32の等差数列がある。こ
の数列の初項から第何項までの和が最も大きくな
るか。

答 第 　項
問 16 第 3項が −35、第 18項が 25の等差数列がある。

この数列の初項から第何項までの和が最も小さく
なるか。

答 第 　項



*+*+*+*+*+*+*+*+ 【解答】*+*+*+*+*+*+*+*+

例 14 2桁の 6の倍数は、

12, 18, · · · , 96

6⃝ × 2 6⃝ × 3 · · · 6⃝ × 16

初項 12、末項 96、項数 15の等差数列である。

S15 =
(12 + 96) · 15

2
= 810

答 S15 = 810

問 14 2桁の３の倍数は、

12, 15, · · · , 99

3⃝ × 4 3⃝ × 5 · · · 3⃝ × 33

初項 12、末項 99、項数 30の等差数列である。

S30 =
(12 + 99) · 30

2
= 1665

答 S30 = 1665

例 15 この等差数列の公差を dとすると、

a b 6

a a+ d a+ 2d

+d +d

a b 6
6− 2d 6− d 6

−d −d

b = 6− d · · · 1⃝
a = 6− 2d · · · 2⃝
a+ b+ 6 = 30であるので、

(6− 2d) + (6− d) + 6 = 30

18− 3d = 30

−3d = 12

d = −4

これを 1⃝と 2⃝に代入する
答 a = 14, b = 10

問 15 この数列の公差を dとすると、
a = 11− 2d · · · 1⃝
b = 11− d · · · 2⃝
(11− 2d) + (11− d) + 11 = 12であるから、

33− 3d = 12

−3d = −21

d = 7

これを 1⃝と 2⃝に代入する
答 a = −3, b = 4

例 16 初項 a、公差 dとすると、

a15 = a+ 14d = 32 · · · 1⃝

a9 = a+ 8d = 62 · · · 2⃝

1⃝− 2⃝より
6d = −30

d = −5

a = 102

一般項は an = 102− 5(n− 1) = −5n+ 107

この数列は項の値がプラスで始まり、徐々に減少していく数列で
ある。項の値がプラスであれば、足し続ければ和は増大するが、
項の値がマイナスになったときに和の増大は減少に転じる。

不等式 − 5n+ 107 > 0

−5n > −107

n <
107

5
= 21.4

答 第 21項
問 16 初項 a、公差 dとすると、

a18 = a+ 17d = 25 · · · 1⃝

a3 = a+ 2d = −35 · · · 2⃝

1⃝− 2⃝より
15d = 60

d = 4

a = −43

一般項は an = −43 + 4(n− 1) = 4n− 47

この数列は項の値がマイナスから始まり、徐々に増加して
いく数列である。項の値がマイナスであれば、足し続けれ
ば和は減少するが、項の値がプラスになったときに和の減
少は増大に転じる。

不等式 4n− 47 < 0

4n < 47

n <
47

4
= 11.75

答 第 11項


